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新しい瀬戸内市民病院が
10 月１日に開院します

外来待合ホール

　10 月１日、新しい瀬戸内市民病院が開院します。
　地域の基幹病院として、市民に安らぎと幸せを届け
る病院を目指します。市民病院の詳細は、特集（２～
９ページ）をご覧ください。
【写真　新しい瀬戸内市民病院を一足先に見学する市マ
スコットキャラクター「セットちゃん」】

リハビリ
テーション室

受付



　
10
月
１
日
、
瀬
戸
内
市
に
新

し
い
瀬
戸
内
市
民
病
院
が
開
院

し
ま
す
。

　
昭
和
27
年
９
月
に
邑
久
町
立

病
院
と
し
て
開
設
、
以
来
64
年

間
に
わ
た
り
地
域
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
形
で
、
診
療
科
や
病
床

数
に
つ
い
て
数
次
の
変
遷
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
４

月
に
は
牛
窓
分
院
の
病
床
数
を

集
約
し
、
一
般
病
床
数
１
１
０

床
の
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
人
口
約
３
万
８
千

人
、
高
齢
化
率
約
33
％
と
、
人

口
減
少
・
高
齢
化
傾
向
を
顕
著

に
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
病
院

は
市
内
唯
一
の
一
般
病
床
を
持

つ
救
急
医
療
施
設
と
し
て
、
手

術
に
も
積
極
的
に
対
応
。
在
宅

で
の
急
性
増
悪
や
、
高
度
急
性

期
病
院
か
ら
急
性
期
を
脱
し
た

症
例
の
受
け
皿
と
し
て
、
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
市
民
病
院
の
老
朽

化
な
ど
に
伴
い
、
市
民
病
院
の

あ
り
方
や
建
築
に
つ
い
て
、
数

年
間
に
わ
た
り
有
識
者
な
ど
で

討
議
し
、
そ
の
議
論
の
結
果
を

踏
ま
え
た
新
病
院
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
議
会
の
皆
さ
ん

に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
建
築

工
事
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
や
ご
協
力
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
の
激
励
も
あ
り
、
こ
の
た

び
の
開
院
に
至
り
ま
し
た
。
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新
病
院
に
お
け
る
診
療
・
看

護
・
生
活
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と

い
う
観
点
か
ら
は
、
現
在
の
救

急
医
療
に
加
え
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
の
新

規
導
入
な
ど
に
よ
り
検
査
機
能

を
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
患
者
の
病
態
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
（
30

床
）
を
新
設
し
、
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
も
現
在
の
11
床
か
ら
16

床
に
増
床
し
ま
す
。
併
せ
て
患

者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
よ
う
特
別
室
を
増
設
す
る

な
ど
、
療
養
環
境
の
整
備
に
も

配
慮
し
て
い
ま
す
。

　
外
来
部
門
は
こ
れ
ま
で
と
比

べ
、
一
段
と
明
る
く
広
く
機
能

的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
門
も

現
状
フ
ロ
ア
面
積
の
２・
５
倍

に
拡
充
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空

間
の
中
で
、
身
体
の
状
況
に
合

わ
せ
た
リ
ハ
ビ
リ
、
退
院
後
の

生
活
を
見
据
え
た
リ
ハ
ビ
リ
に

注
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
従
来
か
ら
行
っ
て

い
る
人
間
ド
ッ
ク
や
健
診
機
能

の
段
階
的
充
実
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
機
能
サ
ー
ビ
ス
の
観

点
か
ら
は
、
業
務
の
効
率
化
と

医
療
質
の
向
上
な
ど
を
目
的
と

し
て
、
開
院
と
同
時
に
電
子
カ

ル
テ
を
導
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
機
能
で
あ
る

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
地
区
医
師
会
事
務
局
も
病
院

内
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り
も
進
む
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
民
病
院
は
、
こ
れ

か
ら
も
皆
さ
ん
の
健
康
を
応
援

し
な
が
ら
、
治
す
医
療
に
加
え

て
支
え
る
医
療
も
大
切
に
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
役
に
立
て

る
病
院
と
し
て
存
続
し
て
い
き

ま
す
。

・鉄筋コンクリート造・地上２階建て
　（一部３階建て、地下ピット有）高さ 13.35 ｍ

・敷地面積 16,529㎡　建築面積 4,457㎡
   延べ床面積　7,802.57㎡

・建築費約 24 億円

Setouchi City Hospital

平成 23 年 10 月　基本計画作成
平成 26 年  ３月　実施設計完了
　　　　   10 月　造成工事完了
平成 27 年  ３月　建築工事着工
平成 28 年  ６月　建物完成

新市民病院ができるまで

新
た
な
診
療
・
看
護
・

生
活
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

地
域
に
必
要
と
さ
れ
る

医
療
の
継
続
に
貢
献

新瀬戸内市民病院完成！

Ｐ２　瀬戸内市民病院について
Ｐ４　事業管理者インタビュー
Ｐ５　病院理念・将来像
Ｐ６　市民病院の新たな機能
Ｐ８　フロアガイド

Index -  目次



　瀬戸内市民病院における理念を「市民に安らぎと幸せを届ける病院
を目指します。」と定め、これを達成するため、次のとおり具体的な
基本方針を定めて運営しています。新病院においても、これらを運営
の綱領として位置づけていきます。

　瀬戸内市民病院は条例において、市民の
健康保持に必要な医療を提供することを存
在理由としています。ただし、経営の基本
として、「常に企業の経済性を発揮」する
ことも求められています。

市 民 に 安 ら ぎ と 幸 せ を 届 け る
病 院 を 目 指 し ま す 。
　 　 　 　 　 　 　 　  （ 病 院 理 念 ）

将 来 像

　一方、医療を取り巻く環境の変化は著しく、医療費の増大、少子高齢化、
医師の偏在などの課題に対応するため、2025 年に向けて地域包括ケアシ
ステムの構築が着々と進められています。
　市民病院も時代と地域の要請に応えながら、「市民の健康を応援し、治
す医療に加え、支える医療にも努める病院」を行動目標としていきます。

（院長　竹内龍三）
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＜基本方針＞
　１．地域で必要とされる医療を安全・安心に提供します。
　２．人を大切にし、患者さまの尊厳と権利を尊重します。
　３．医療・介護・保健・福祉施設等と連携し、市民とともに
　　　地域包括医療・ケアを進めます。
　４．常に自己研鑽に励み、医療の質向上に努めます。
　５．市民に必要とされる医療人を育成します。
　６．健全な経営基盤を確立します。
　７．楽しく働き甲斐のある職場をつくります。

①地域における初期救急の充実
②病態に沿い社会復帰や家庭復帰を目指すための機能の充実
③地域医療機関との連携強化、電子カルテの効率的かつ効果的活用、パス使
　用率の向上や褥

じょくそう

瘡発生率の低下、患者満足度の向上など、医療質の向上
④予防医学の観点から専門医の確保などによる健康管理センターの充実
⑤これらを支える職員配置の適正化と不断の人材育成
⑥適切なマネジメント機能による安定した経営基盤の確立

具体的には・・・

瀬戸内市病院事業管理者　三
み こ う ち

河内　弘Interview
市
民
病
院
の
役
割

　
市
民
病
院
は
、
瀬
戸
内
市
の

こ
の
地
域
の
特
長
に
あ
っ
た
役

割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
と

い
う
中
で
、
病
院
医
療
と
い
う

立
場
で
果
た
す
べ
き
役
割
と
し

て
、
急
に
熱
が
出
た
と
き
や
体

調
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
ど
う

し
て
も
救
急
で
病
院
に
か
か
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
い
わ
ゆ
る

救
急
へ
の
対
応
が
あ
り
ま
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
治
療
後
に
在

宅
復
帰
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
役
割

で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
市
民
病
院
で

は
と
て
も
治
療
が
で
き
な
い
よ

う
な
大
変
な
病
気
に
な
っ
た
人

が
、
市
外
に
あ
る
大
き
な
病
院

で
治
療
を
済
ま
せ
、
自
宅
に
帰

ら
れ
る
ま
で
の
中
間
的
な
時
期

を
、
市
民
病
院
で
十
分
な
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
も
ら

う
と
い
う
役
割
で
す
。

　
市
民
病
院
で
は
、
こ
れ
ら
三

つ
の
大
き
な
役
割
が
重
要
と

思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
病
院
の
立
ち
位
置

　
岡
山
県
の
中
に
は
五
つ
の
医

療
圏
が
あ
り
、
瀬
戸
内
市
は
岡

山
市
と
同
じ
県
南
東
部
保
健
医

療
圏
に
入
っ
て
い
ま
す
。

　

県
南
東
部
保
健
医
療
圏
は
、

急
性
期
の
一
般
病
床
が
過
剰
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
瀬
戸
内
市
で
は
、

こ
の
病
院
が
た
だ
一
つ
の
救
急

告
示
病
院
で
あ
る
た
め
、
そ
の

役
目
を
十
分
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
県
南
東
部
保
健
医
療

圏
は
、
重
症
患
者
の
た
め
、
高

度
医
療
機
能
病
院
で
治
療
を
受

け
て
、
そ
の
後
回
復
期
を
過
ご

す
よ
う
な
病
床
は
、
不
足
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
民
病
院
の
病
床
１
１
０
床

の
う
ち
30
床
は
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
と
し

て
、
機
能
を
別
に
し
ま
す
。
そ

う
い
う
部
分
で
も
、
十
分
期
待

に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
が
喜
ぶ
病
院
に

　
市
民
病
院
な
の
で
、
と
に
か

く
市
民
の
皆
さ
ん
に
頼
り
に
さ

れ
、
誇
り
に
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
病
院
に
し
た
い
で
す
。

　
良
い
医
療
を
提
供
し
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
信
頼
し
て
も
ら

い
、「
病
気
に
な
っ
た
ら
ま
た

来
よ
う
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る

こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
来

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
経
営
的
に

も
安
定
し
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
も
ら
い
、
あ
り
が
と
う

と
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
、
病
院

の
職
員
も
働
き
甲
斐
が
出
て
き

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
、
こ
こ
で
働
く
職
員
み
ん
な

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
病
院
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
に

頼
り
に
さ
れ
る
病
院
に

1970 年３月   岡山大学医学部卒業
2010 年４月   国立病院機構岡山医療センター病院長
2012 年４月   同センター定年退職（名誉院長就任）
2014 年４月   瀬戸内市病院事業管理者

－略歴－
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【回復期リハビリテーション病棟とは】
　脳血管疾患または大腿骨頸部骨折などの病気で、急性期を
脱しても、まだまだ麻痺などの障がいが残っている場合が少
なくありません。
　そのため、医学的・社会的・心理的なサポートが必要な患
者に対し、多くの専門職種のスタッフがチームを組んで集中
的なリハビリテーションを実施し、心身ともに回復した状態
で自宅や社会へ戻ってもらうことを目的として入院するの
が、回復期リハビリテーション病棟です。

【入院できる疾患と入院期間など】
　この病棟では、入院できる疾患と、発症または術後入院するまでの期間
および入院上限日数が決められています。
　脳梗塞や脳出血などは 150 日以内、高次脳機能障害（脳がダメージを
受け、記憶・思考・言語などの機能が低下した状態）や脳卒中の重症例は
180 日以内、大腿骨頸部骨折、廃用症候群は 90 日以内、股関節・膝関節
などの神経、筋や靭帯の損傷は 60 日以内の入院となっています。
　退院については、ソーシャルワーカーをはじめ、いろいろな職種のスタッ
フが患者に寄り添い、ご本人の希望を伺い、自宅に帰ってからの生活を第
一に考えながら、最良の退院方法を検討していきます。

多
職
種
連
携
で

家
庭
復
帰
・
社
会
復
帰
を
支
援

　
瀬
戸
内
市
で
初
め
て
の
回
復
期

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
病
棟
で
は
、医
師
、看
護・

介
護
ス
タ
ッ
フ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
、
薬
剤
師
、
管
理
栄
養

士
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
職
が

チ
ー
ム
を
作
り
、
共
同
で
患
者
さ

ん
に
あ
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族
と
一
緒

に
日
常
生
活
動
作
（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）
向

上
や
家
庭
復
帰
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
チ
ー
ム
の
各
担
当
ス

タ
ッ
フ
は
、
患
者
さ

ん
が
入
院
後
す
ぐ
に

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い

よ
う
、
起
き
る
、
食
べ

る
、
歩
く
、
ト
イ
レ
に

行
く
、
お
風
呂
に
入
る

な
ど
の
日
常
生
活
動
作

看護師長　伊丹　めぐみ
へ
の
積
極
的
な
働
き
か
け
で
改
善

を
図
り
、
家
庭
復
帰
・
社
会
復
帰

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

よ
り
良
い
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

　

患
者
さ
ん
に
よ
り
良
い
看
護

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
チ
ー
ム
医
療
に
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
、
今
か
ら
準
備

し
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
お
け
る
市
民
病
院
の
役

割
を
一
層
認
識
し
、
病
棟
ス
タ
ッ

フ
一
同
、
と
も
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
と
連
携
し
て

チ
ー
ム
医
療
に
取
り
組
む

【電子カルテシステムとは】
　電子カルテシステムは、今まで手書きで記載し
ていた診療録をパソコンを使用して記載し、電子
的にデータを保存・管理していくシステムです。

【より安全な医療の提供へ】
　電子カルテシステムを使用することにより、シ
ステムを通じて、医師・看護師・薬剤師など関係
医療スタッフが即座に同じ情報を共有できるた
め、一層患者の状態に即したケアや指導が行える
ようになります。
　また、必要な情報を素早く参照できるため、迅
速な対応も可能になります。さらに、注射・点滴、
検査、処置を行う際にはバーコードの利用による
確認・点検が可能となるため、より安全な医療の
提供にもつながるものと考えています。

電子カルテ
　　　システム

ＭＲＩ

寝たきり防止と家庭復帰を目的としたリハビリテーション
を集中的に行うための病床（30 床）を新設

　市民病院に導入したＭＲＩ装置は、シーメンス
社製アミラ１. ５Ｔ

テスラ

といいます。Ｔとは、磁場の強さ
を示し、この強さに比例してよりきれいな画像を作る
ことができます。
　また、今回導入したＭＲＩ装置は、撮像中の音が静かで
あるということと、撮像時間を短縮する機能が付いている
という二つの特長があります。
　ＭＲＩ検査を担当する診療放射線技師は、運用開始に向
け必要な研修会に参加し、いくつかの先行病院におけるエ
キスパートの指導の下で実習を重ねるなど、十分な研鑽と
準備を行ってきました。ＣＴ装置と併用することで、一層
の診断率向上が期待できます。

回復期リハビリテーション病棟

Interview

日常生活動作の訓練を行うことができる
ＡＤＬシミュレーター

患者の状態に即したケアや指導ができるようになります

【ＭＲＩとは】
　ＭＲＩは、Magnetic Resonance Imaging の頭
文字を取った造語で、日本語では磁気共鳴画像と
いう意味です。
　ＭＲＩはＣＴと違ってＸ線を使わないため、被
ばくの心配がありません。また一般的にＣＴ画像
に比べ、ＭＲＩの方が診断に適している部位があ
ります。例えば、頭部や関節・脊椎椎間板などの
軟部組織と呼ばれるところです（ただし、病変に
よってはＣＴ画像の方が適している場合もありま
す）。さらに、造影剤を使わず、血管を描出する
こともＭＲＩでは可能です。

【一層の診断率向上へ】

市民病院の新たな機能
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　理学療法、作業療法、言語聴覚療法を行って
います。回復期のリハビリテーションについて
は、365 日体制で行っています。

　多様なニーズにお応えし、特別な療養環境の提供
を希望できるよう、特別室を用意しています。

【特別個室２室（北２室）、個室 14 室（北 10 室、
東２室、西２室）、２床室８室（北４室、西４室）】

手術室 外来待合ホール

談話コーナー 健康管理センター

　手術室２室のうち、１室がバイオクリーン
ルーム（クラス 1000）です。手術中の感染
に配慮した環境となっています。

トータルサポートセンター

　トータルサポートセンターは、市民の皆さんができる
だけ住み慣れた地域で安心して暮らすことができる仕組
みづくりに取り組んでいます。そのために、医療・福祉・
保健に関する総合的な相談を受け、関係する部署をご案
内します。
　また、専門機関と連携した相談支援や、療養を支える
専門職の研修会を開催し、関係機関の連携を推進してい
ます。医療・介護にかかる地域資源の情報を収集し、ホー
ムページなどで情報発信しています。

　市民の皆さんへは、在宅療養などの講座を開催します。
今後、広報紙などでお知らせしますので、ぜひご参加く
ださい。

▽ 相談対応時間
　午前８時 30 分～午後５時 15 分
　（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）

▽ 相談対応職員　保健師・社会福祉士
　　トータルサポートセンター
☎０８６９ - ２２ - ３８００
問相

〒７０１ - ４２４６
瀬戸内市邑久町山田庄８４５ - １
☎０８６９ - ２２ - １２３４
FAX０８６９ - ２２ - ３２９６
HP　http://www.city.setouchi.lg.jp/

瀬戸内市民病院

　合計９室の各科診察室と中央処置室などに
囲まれるように配置し、機能的でより快適に
過ごせるよう配慮した空間としています。

２階 １階

瀬戸内市民病院

病院までの
案内図

フロアガイド
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オ
モ
シ
ロ
侍
文
化
と
日
本
刀
展

森
陶
岳
氏
が
名
誉
市
民
に

前
人
未
到
の
挑
戦
を
成
し
遂
げ
た
備
前
焼
作
家

全
長
46
㍍
の
相
生
大
窯
、

53
㍍
の
寒
風
大
窯
、
85
㍍

の
寒
風
新
大
窯
と
、
40
年

に
わ
た
っ
て
挑
戦
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　
　
　
に
、
27
年
も
の
歳

　
　
　
月
を
か
け
て
築
い

た
、全
長
85
㍍
、幅
６
㍍
、

高
さ
３
㍍
の
寒
風
新
大
窯

は
、
陶
岳
氏
が
追
求
し
て

き
た
古
備
前
の
美
に
迫
る

取
り
組
み
の
集
大
成
と
な

り
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
か
ら
26
年

も
の
も
生
み
出
さ
れ
、
大
窯
な
ら

で
は
の
膨
大
な
熱
量
の
結
果
で
あ

ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
偉
業
は
、
焼
物
界
の

歴
史
に
残
る
快
挙
で
す
。

【
主
な
受
賞
歴
】

　

・
日
本
陶
磁
協
会
賞

　

・
山
陽
新
聞
社
賞
（
文
化
功
労
）

　

・
日
本
陶
磁
協
会
賞
金
賞

　

・
文
化
庁
長
官
表
彰

　

・
紫
綬
褒
章

　

・
福
武
文
化
賞

　

・
三
木
記
念
賞
（
文
化
部
門
）

　

・
岡
山
県
文
化
賞

　
　
　
陶
岳
氏
は
、
備
前
焼
作
家

　
　
　
と
し
て
活
躍
し
、
30
代
前

半
で
日
本
陶
磁
協
会
賞
を
受
賞
す

る
な
ど
、
備
前
焼
界
を
代
表
す
る

作
家
の
一
人
と
な
り
ま
し
た
。

　
平
成
８
年
に
は
、
岡
山
県
指
定

重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に
認
定

さ
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
弟
子
や

子
息
な
ど
、
後
進
の
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
品
は
、
皇
居
新
御
所
を
は

　
　
　
じ
め
、
伊
勢
神
宮
、
京
都

上
賀
茂
神
社
、
下
鴨
神
社
な
ど
の

神
社
・
仏
閣
に
収
蔵
さ
れ
、「
現

代
陶
芸
の
造
形
性
と
新
し
い
美
の

創
造
を
実
現
し
た
」
と
高
く
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
陶
岳
氏
自
身
は
「
古

備
前
が
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
か

な
わ
な
い
」
と
感
じ
、
古
備
前
の

美
を
追
求
す
る
た
め
、
昭
和
46
年

か
ら
大
窯
計
画
に
着
手
。
以
来
、

　
名
誉
市
民
条
例
は
、
社
会
文
化

の
興こ

う
り
ゅ
う隆に

功
績
が
あ
っ
た
人
に
対

し
て
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
る
こ

と
を
目
的
に
制
定
さ
れ
た
も
の
で

す
。
瀬
戸
内
市
の
名
誉
市
民
と
し

て
は
、
写
真
家
の
故
緑
川
洋
一
氏

に
続
い
て
13
人
目
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
長
85
㍍
も
の
大
窯
焼し

ょ
う
せ
い成を

　
　
　
成
功
さ
せ
る
な
ど
、
前
人

未
到
の
挑
戦
を
成
し
遂
げ
た
森

陶と
う
が
く岳

（
本
名
・
才
蔵
）
氏
が
、
瀬

戸
内
市
名
誉
市
民
条
例
に
基
づ

き
、
市
議
会
の
同
意
を
得
て
名
誉

市
民
に
推す

い
た
い戴

さ
れ
ま
し
た
。

全

備前焼作家　森陶岳 氏（牛窓町長浜・79 歳）

森作

空から見た全長 85 ｍの寒風新大窯

ま
で
新
五ご

こ
く石

大お
お
が
め甕

の
制
作
と
窯

詰
め
、
平
成
27
年
１
月
に
火
入

れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

１
０
７
日
間
に
及
ぶ
窯
焚
き
を
終

え
て
、
同
年
７
月
か
ら
窯
出
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
れ
ら
は
、
緻
密
な
計
算
と

　
　
　
実
験
の
上
に
行
わ
れ
た
、

他
の
追
随
を
許
さ
な
い
壮
大
な
事

業
で
あ
り
、
そ
の
成
果
は
驚
く
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
古

備
前
に
迫
る
迫
力
を
持
っ
た
も
の

だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
備
前

焼
に
な
い
焼
け
色
や
白
い
胡
麻
の

特こ

オ
モ
シ
ロ
侍
文
化
と
日
本
刀
展

オ
モ
シ
ロ
侍
文
化
と
日
本
刀
展

オ
モ
シ
ロ
侍
文
化
と
日
本
刀
展

大
小
に
　
人
の
日
頃
は

　
　
　
　
　
　
あ
ら
は
れ
て

　
大
小
＝
刀
と
脇
指
の
二
口ふ

り

の
こ

と
で
、
二
本
差
し
て
よ
い
の
は
侍

だ
け
。
そ
の
大
小
の
く
た
び
れ
具

合
に
、
日
頃
の
侍
の
生
活
感
が
見

え
隠
れ
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
大
小
の
外
装
の
造
り
の
良

し
悪
し
で
身
分
を
推
測
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

金
鐔つ

ば

の
　
光
る
方
へ
と

　
　
　
　
　
　
茶
を
は
こ
び

　
上
座
の
分
か
り
に
く
い
茶
屋
な

ど
で
、
侍
た
ち
へ
お
茶
を
出
す
と

き
の
順
番
に
悩
ん
だ
店
員
が
、
外

装
の
鐔
な
ど
が
金
や
銀
な
ど
で
施

さ
れ
て
い
る
＝
身
分
の
高
い
侍
と

推
測
し
て
先
に
お
茶
を
出
し
て
い

る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
侍
た
ち
の
憧
れ
が
備
前

長
船
の
御
刀
。

な
が
船
と
　
よ
ん
で
見
た
を
し

　
　
　
　
　
　
か
い
た
が
り

　
万
人
が
知
る
長
船
を
、
見
た
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
様
子
。
し
か

も
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
お
殿
様
は
お
殿
様
で
、
一
年
お

き
に
江
戸
と
国
元
を
行
っ
た
り
来

た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を
参
勤
交
代

と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
時
に
は
大
名
ら
し
く
、
立

派
な
行
列
を
組
む
の
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
の
侍
を
連
れ
て
行
き
来
す

る
の
は
お
金
が
か
か
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
要
所
要
所
で
臨
時
に
ア
ル

バ
イ
ト
の
侍
を
雇
い
、
行
列
を
立

派
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

魂
で
　
腰こ

し
ぼ
ね骨

い
た
む

　
　
　
　
　
　
　
俄に

わ
か

武
士

　
俄
武
士
＝
ア
ル
バ
イ
ト
侍
は
、

魂
＝
御
刀
を
腰
に
差
し
慣
れ
て
い

な
い
た
め
、
腰
骨
が
痛
く
な
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
し
か
も
そ
れ
が

バ
レ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
名
行
列
を
、
横

切
っ
た
り
邪
魔
を
し
た
り
す
る
と

斬
り
捨
て
ら
れ
て
も
文
句
が
言
え

な
か
っ
た
世
の
中
で
、
例
外
も
あ

り
ま
し
た
。

大
名
を
　
胴
切
り
に
す
る

　
　
　
　
　
　
　
子こ

や
す安
婆ば

ば々

　
子
安
婆
々
＝
産
婆
さ
ん
の
こ
と

で
、
今
で
言
う
助
産
師
だ
け
は
、

特
別
に
行
列
を
胴
切
り
す
る
よ
う

に
横
切
っ
て
も
許
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
江
戸
で
は
侍
た
ち
は
基
本
的
に

単
身
赴
任
が
多
い
た
め
、
料
理
や

掃
除
、
洗
濯
を
す
べ
て
や
っ
て
い

ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
、
為い

せ
い
し
ゃ

政
者
で
あ
る
侍

は
威
張
り
散
ら
す
人
ば
か
り
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
日
本
刀
に
ま
つ
わ
る
川
柳
か
ら

ど
こ
か
憎
め
な
い
侍
た
ち
の
悲
哀

あ
ふ
れ
る
生
活
を
の
ぞ
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

野の
せ
っ
ち
ん

雪
隠
　
地
蔵
し
ば
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀か

た
な
ば
ん番

　
国
元
か
ら
江
戸
へ
単
身
赴
任
を

す
る
侍
た
ち
。
基
本
は
歩
い
て
旅

を
し
ま
す
。
街
道
に
は
宿
場
町
が

整
備
さ
れ
、
合
間
に
休
憩
で
き
る

茶
屋
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
途
中
は
当
然
、
ト
イ
レ
は

自
然
の
中
。
長
い
御
刀
を
差
し
た

ま
ま
だ
と
し
ゃ
が
み
に
く
い
の
で
、

お
地
蔵
さ
ま
に
お
願
い
し
て
番
を

し
＝
見み

た
お
し
や

倒
屋（
古
道
具
屋
）が「
な

が
船
」
と
読
み
間
違
え
た
わ
け
で

は
な
く
、
銘
は
確
か
に
長
船
と

切
っ
て
い
る
が
、
偽
物
す
な
わ
ち

「
な
が
船
」
と
見
と
お
し
た
上
で
、

「
こ
れ
は
あ
の
旦
那
の
所
へ
持
っ

て
行
け
ば
商
売
に
な
り
そ
う
だ
」

と
い
う
思
惑
か
ら
買
い
た
が
っ
て

い
る
様
子
で
す
。

　
長
船
物
は
名
刀
の
ブ
ラ
ン
ド
だ

か
ら
こ
そ
偽
物
が
大
量
に
横
行
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
分
か
っ
て
い
て

な
お
欲
し
が
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。

大
小
を
　
後
ろ
に
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
潮し

お
ひ
が
た

干
潟

　
侍
た
る
ゆ
え
ん
の
大
小
二
本
差

し
で
潮
干
狩
り
に
来
た
お
侍
さ

ん
。
で
も
や
っ
ぱ
り
腰
の
横
に
差

し
て
い
た
の
で
は
、
少
し
不
便

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
想
像
す
る

と
、
こ
ん
な
お
侍
さ
ん
も
素
敵
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
で
は
、

テ
ー
マ
展
「
オ
モ
シ
ロ
侍
文
化
と

日
本
刀
展
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ら

の
川
柳
と
と
も
に
関
連
す
る
刀
剣

を
11
月
６
日
（
日
）
ま
で
展
示
し

て
い
ま
す
。



化
財
団
と
と
も
に
申
請
を
行
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
登
録
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
、
縁
地
連
絡
協
議
会

の
会
員
と
と
も
に
パ
リ
の
ユ
ネ
ス

コ
本
部
を
訪
問
し
、
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
す
る

所
存
で
す
。

　
ま
た
、
長
島
愛
生
園
、
邑
久
光

明
園
を
中
心
と
し
た
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る

動
き
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
現
可

能
性
を
さ
ら
に
見
極
め
、
地
元
の

皆
さ
ん
と
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、

ま
ず
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
へ

の
登
録
を
模
索
し
、
平
成
21
年
４

月
に
施
行
し
た
ハ
ン
セ
ン
病
問
題

の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に

定
め
ら
れ
た
、
歴
史
的
建
造
物
の

保
存
な
ど
ハ
ン
セ
ン
病
お
よ
び
ハ

ン
セ
ン
病
対
策
の
歴
史
に
関
す
る

正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
そ
の
他

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
た
め
の
取

り
組
み
を
国
に
促
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　

リ
オ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
、
日
本
人
選
手
の
活

躍
に
よ
っ
て
多
く
の
感
動
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
間
も

な
く
開
催
さ
れ
る
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
お
い
て
も
、
国
籍
を
超
え
た

友
情
や
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
が
我
々
を

感
動
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
い
よ
い
よ
４
年
後
は

東
京
で
の
開
催
で
す
。オ
リ
ン
ピ
ッ

ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
ス
ポ
ー

ツ
の
祭
典
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、

文
化
の
祭
典
で
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
文
化
を
世
界
に
発

信
し
、
観
光
に
も
結
び
付
け
る
こ

と
が
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
も
あ

り
ま
す
。
本
市
も
今
後
そ
の
よ
う

な
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

や
観
光
施
策
の
推
進
の
可
能
性
を

旧
玉
津
小
学
校
跡
地
利
活
用

　
平
成
25
年
３
月
に
閉
校
と
な
っ

た
玉
津
小
学
校
に
つ
い
て
は
、
玉

津
小
学
校
統
廃
合
準
備
委
員
会
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
地
域
雇
用

の
創
出
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的

と
し
、
事
業
者
か
ら
の
企
画
提
案

募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
１
事
業
者
か
ら
企

画
提
案
書
の
提
出
が
あ
り
、
地
域

代
表
者
、
学
識
経
験
者
、
職
員
で

構
成
す
る
「
旧
玉
津
小
学
校
跡
地

利
活
用
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
委
員

会
」
に
お
い
て
審
査
し
た
結
果
、

企
画
提
案
内
容
は
適
当
と
の
評
価

に
よ
り
、
当
該
事
業
者
を
事
業
実

施
候
補
者
に
特
定
し
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
は
、
平
成
30
年
度
に

専
門
学
校
と
日
本
語
学
校
を
開
設

し
、
平
成
32
年
度
に
専
門
職
業
大

学
の
設
立
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

     Adm
inistrative  Report

   
行
政
報
告

模
索
し
な
が
ら
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
関
わ

り
方
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
現
在
、
瀬
戸
内
市
に
関
連
し
た

案
件
と
し
て
、
二
つ
の
世
界
遺
産

の
登
録
に
向
け
た
動
き
が
起
き
て

い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
朝
鮮
通
信
使
を
世

※

界

記
憶
遺
産
に
登
録
し
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
す
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
朝

鮮
通
信
使
縁
地
連
絡
協
議
会
を
通

じ
て
、
韓
国
の
財
団
法
人
釜プ

サ
ン山

文

子
育
て
広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
本
年
度
、
少
子
化
対
策
重
点
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、「
瀬
戸
内

市
民
が
つ
く
る
日
本
一
の
子
育
て

広
場
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
業

務
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
既
存
の
公
園
や

施
設
で
、
子
育
て
支
援
活
動
に
自

主
的
に
関
わ
る
市
民
を
増
や
す
と

と
も
に
、
子
育
て
世
代
の
つ
な
が

り
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
「
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
・
人
づ

く
り
」
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
子
育
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
親
子
ク
ラ
ブ
の
役
員
な
ど
で

構
成
し
た
子
育
て
広
場
推
進
協
議

会
を
設
置
し
、
子
育
て
広
場
を
活

用
し
た
子
育
て
支
援
体
制
の
充
実

を
図
る
た
め
に
必
用
な
企
画
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
市
民
の
参
画
・
協
力

に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ

ナ
ー
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
や
子

育
て
中
の
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
行
い
、
子
育
て
広

場
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
や
課
題
な

　
次
に
、
救
急
の
状
況
で
す
が
、

出
動
件
数
は
７
３
８
件
で
、
前
年

同
期
よ
り
47
件
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
事
故
種
別
で
は
急
病
が
４
９
０

件
で
66
・
４
％
、
年
齢
別
で
は

65
歳
以
上
の
人
が
４
６
０
人
で

64
・
８
％
、
程
度
別
で
は
軽
症
が

２
６
０
件
で
36
・
６
％
で
あ
り
、

急
病
・
高
齢
者
・
軽
症
者
が
依
然

高
い
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
救
急
車
の
適

正
利
用
、
高
齢
者
の
転
倒
・
転
落

事
故
を
防
ぐ
た
め
、「
予
防
救
急
」

の
普
及
啓
発
を
継
続
し
、
救
急
件

数
の
抑
制
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

学
力
・
学
習
状
況
調
査

　
岡
山
県
の
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
本
年
度
も
中
学
校
１
年
生

を
対
象
に
、
国
語
、
社
会
、
数
学
、

理
科
の
４
教
科
で
４
月
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
学
年
は
、
昨
年
度
実
施
さ

れ
た
小
学
校
６
年
生
で
の
全
国
調

査
結
果
と
比
較
す
る
と
、
数
学
、

理
科
で
は
県
平
均
を
上
回
る
な
ど

改
善
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
国
語
、

社
会
は
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
独
自
の
学
力
・
学
習
状
況
調

査
は
、
小
学
校
４・
５
年
生
と
中

学
校
２
年
生
を
対
象
に
、
国
語
と

算
数
、
数
学
の
２
教
科
で
実
施
し

ま
し
た
。
小
学
校
４
年
生
の
算
数

を
除
き
、
目
標
値
と
同
等
か
上
回

る
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
両
調
査
を
通
じ
て
、
学
習
面
で

は
、
資
料
や
情
報
か
ら
課
題
解
決

に
必
要
な
情
報
を
取
捨
選
択
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
や
や
改
善
が
見

ら
れ
た
も
の
の
、
条
件
に
合
わ
せ

て
理
由
な
ど
を
説
明
す
る
表
現
に

関
す
る
問
題
に
つ
い
て
は
課
題
が

見
ら
れ
ま
す
。

　
生
活
面
で
は
、
家
庭
で
ゲ
ー
ム

を
す
る
時
間
や
携
帯
電
話
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
用
時
間
が
１

時
間
よ
り
少
な
い
生
徒
は
、
そ
れ

以
上
の
使
用
時
間
の
生
徒
よ
り
、

正
答
率
が
高
い
傾
向
が
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
今
後
も
学
力
・
学
習
状
況
調
査

の
結
果
を
真
摯
に
捉
え
、
教
師
の

授
業
力
と
児
童
生
徒
の
学
習
意
欲

の
向
上
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

市  

長  

か  

ら

平
成
28
年
８
月
市
議
会
定
例
会
が
８
月
31
日
に
開
会
さ
れ
、
市
長
と
教
育
長
が
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
全
文
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

華やかな衣装で行進する朝鮮通信使行列
（昨年の瀬戸内牛窓国際交流フェスタ）

ど
の
分
析
を
行
う
予
定
で
す
。

　
今
後
、
こ
れ
ら
の
調
査
結
果
な

ど
を
踏
ま
え
て
子
育
て
広
場
の
指

針
と
な
る
基
本
構
想
を
策
定
し
、

「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

上
半
期
の
火
災
救
急
概
況

　
本
年
１
月
か
ら
６
月
末
ま
で
の

上
半
期
の
火
災
件
数
は
12
件
で
、

前
年
同
期
よ
り
４
件
増
加
し
て
い

ま
す
。
火
災
種
別
で
見
る
と
、
建

物
火
災
７
件
、
林
野
火
災
１
件
、

そ
の
他
の
火
災
４
件
と
な
っ
て
い

ま
す
。
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教
育
長
か
ら

実践活動として、邑久子育て支援センターで親子体験型
ワークショップを開催し、参加者の意見を聞きました

瀬
戸
内
市
民
図
書
館
の
利
用
状
況

　
６
月
１
日
に
開
館
し
た
瀬
戸
内

市
民
図
書
館
は
、
７
月
末
ま
で
に

３
８
、６
２
６
人
の
来
館
者
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
貸
出
冊
数

は
、
市
内
全
図
書
館
の
合
計
が

６
４
、３
８
１
冊
で
し
た
。

　
こ
の
２
カ
月
間
に
一
度
で
も
貸

出
の
利
用
を
し
た
数
を
表
す
実
利

用
者
数
は
、
全
館
で
４
、５
５
４

人
で
し
た
。
市
民
の
う
ち
12
％
の

人
が
、
こ
の
２
カ
月
間
に
図
書
館

で
本
を
借
り
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
、
ひ

と
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
図
書
館

へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。瀬戸内・喜之助フェスティバルの会場にもなり、

来場者でにぎわう瀬戸内市民図書館 利活用事業が決まった旧玉津小学校跡地

世
界
記
憶
遺
産

　

国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機

関
（
ユ
ネ
ス
コ
）
の
主
催
事
業
。

危
機
に
瀕
し
た
古
文
書
や
書
物

な
ど
の
歴
史
的
記
録
物
を
最
新

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
駆
使
し
て

保
全
し
、
一
般
に
広
く
公
開
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

用
語
の
解
説
・
備
考



　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談

知っ得！
せとうち便

お
知
ら
せ

▽
実
施
医
療
機
関　
左
表
の
市
内

　
医
療
機
関
お
よ
び
県
内
相
互
乗

　
り
入
れ
協
力
医
療
機
関

※
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

　
せ
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　
母
子
健
康
手

　
帳
、
健
康
保
険
被
保
険
者
証
ま

　
た
は
小
児
医
療
費
受
給
資
格
者

　
証
（
本
人
確
認
の
た
め
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
し

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

助
成
事
業
を
10
月
か
ら
平
成
29
年

１
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
予
防
接
種
の
効
果
が
表
れ
る
ま

で
２
週
間
程
度
か
か
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
12
月
中
旬
ま
で

に
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
10
月
１
日
か
ら
、
新
た
に
Ｂ
型

肝
炎
予
防
接
種
が
定
期
接
種
に
な

り
ま
す
。
対
象
に
な
る
人
は
早
め

に
計
画
を
立
て
て
、
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者　
平
成
28
年
４
月
１
日

　
以
降
生
ま
れ
で
、
１
歳
に
至
る

　
ま
で
の
間
に
あ
る
人

▽
接
種
回
数　
３
回
（
27
日
以
上

　

の
間
隔
を
空
け
て
２
回
接
種

　
し
た
後
、
１
回
目
の
接
種
か
ら

　
１
３
９
日
以
上
の
間
隔
を
空
け

　
て
１
回
接
種
）

※
こ
れ
ま
で
に
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ

　
ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ

　
る
人
は
、
受
け
た
回
数
を
定
期

　
予
防
接
種
の
回
数
か
ら
差
し
引

　
い
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
費
用　
無
料

▽
対
象
者

①
満
65
歳
以
上
で
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人

②
満
60
～
64
歳
の
瀬
戸
内
市
に
住

　
民
票
が
あ
る
人
の
う
ち
、心
臓
、

　
腎
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機
能
に

　
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活
動

　
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

　
障
が
い
を
有
す
る
人
お
よ
び
ヒ

　
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り

　
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ

　
と
ん
ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が

　
い
を
有
す
る
人
（
当
疾
患
に
関

　
す
る
障
が
い
の
程
度
が
身
体
障

　
害
者
手
帳
１
級
相
当
の
も
の
）

▽
実
施
回
数　
年
度
中
１
回

▽
実
施
期
間

　
10
月
～
平
成
29
年
１
月

▽
費
用　
自
己
負
担
２
、０
０
０
円

▽
実
施
医
療
機
関　
下
表
の
市
内

　
医
療
機
関
お
よ
び
県
内
相
互
乗

　
り
入
れ
協
力
医
療
機
関

※
事
前
に
医
療
機
関
に
問
い
合
わ

　
せ
の
上
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
持
参
す
る
も
の　
健
康
保
険
被

　
保
険
者
証
ま
た
は
後
期
高
齢
者

　
医
療
被
保
険
者
証
（
本
人
確
認

　
の
た
め
）

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
６
２

  

高
齢
者
へ
の
イ
ン
フ
ル

  

エ
ン
ザ
予
防
接
種
助
成

  

Ｂ
型
肝
炎
定
期
予
防
接
種

  

が
始
ま
り
ま
す

▽瀬戸内市個別接種委託医療機関（平成 28 年度）

問

問

医療機関名 住　所 電話番号
☎（0869）

インフル
エンザ Ｂ型肝炎

津島医院 牛窓町牛窓 3823 34-3313 ○ ○

竹内医院 牛窓町牛窓 4949-24 34-4888 ○

あいの光医院 ･ 牛窓 牛窓町牛窓 3121-1 34-6161 ○ ○

那須医院 邑久町大窪 13-3 22-0140 ○ ○

内田医院 邑久町尾張 39-12 22-5010 ○ ○

藤原整形外科医院 邑久町山田庄 75-1 24-0777 ○ ○

内田クリニック 邑久町本庄 2004-5 22-3020 ○ ○

水野医院 邑久町上笠加 171-5 22-3111 ○ ○

長田医院 邑久町豊原 341-2 22-0001 ○ ○

まつした医院 邑久町尻海 7-1 22-0006 ○ ○

もろおかクリニック 邑久町北島 492-1 086-943-1222 ○ ○

瀬戸内りょうま医院 邑久町尾張 1341-20 22-2800 ○

岡崎内科クリニック 邑久町山田庄 212-1 22-3880 ○ ○

瀬戸内市民病院 邑久町山田庄 845-1 22-1234 ○ ○

裳掛診療所 邑久町虫明 534-2 25-0024 ○

柴田医院 長船町長船 426 0869-66-9008 ○ ○

長谷井内科医院 長船町服部 481-4 26-3630 ○ ○

平井医院 長船町福岡 102-1 26-2006 ○

はっとり医院 長船町土師 1212-5 26-5656 ○ ○

こむら整形外科内科 長船町服部 521-1 26-8882 ○

中川耳鼻咽喉科 長船町服部 522-1 26-8700 ○

おさふねクリニック 長船町土師 332-1 26-8080 ○
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まちの話題 秘書広報課：☎0869-24-7095問

My Town Topics

　今   年で 28 回目の人形劇の祭典� 瀬戸内・喜之助フェスティバル 　

　８月 20・21 日の２日間、中央公民館（邑久町尾張）と瀬戸内

市民図書館（もみわ広場）で、プロ８劇団、アマチュア６劇団が

参加し、人形劇の祭典「瀬戸内・喜之助フェスティバル」が開催

され、たくさんの家族連れらが人形劇を楽しみました。

　瀬戸内・喜之助フェスティバルは、本市出身の世界的な糸操り

人形師・故竹田喜之助氏を顕彰し、地域おこしにつなげようと毎

年開催され、今回が 28 回目。市民実行委員会による開催は、８

回目となりました。

　今年は、喜之助氏の直弟子だった人形師・鈴木友子さんが約

15 年ぶりに公演し、江戸の悲恋物語「八百屋お七・火の見櫓
やぐら

の段」

を披露し、観客を沸かせていました。鈴木友子さんによる公演「八百屋お七・火の見櫓の段」

　瀬   戸内市になって初の名誉市民に� 瀬戸内市名誉市民称号授与式 　

　９月２日、牛窓町公民館で瀬戸内市名誉市民称号

授与式が行われました。

　これは、森陶岳さんが瀬戸内市名誉市民に推戴さ

れたこと（本紙 10 ページ参照）に伴い行われたも

ので、武久顕也市長は「森陶岳さんのこれまでの歩

みと挑戦をたたえ、その活躍は私たちに多くの勇気

と希望を与えてくれた」と賛辞を述べました。

　「名誉市民に選ばれたことは身に余る光栄。永遠

に変化しない価値、焼き物の理念のようなものを追

求していきたい」と森さん。授与式後は、瀬戸内市

立美術館で開催する特別展「森陶岳の全貌展－あく

なき挑戦の軌跡－」の開会式が行われました。
授与式後、瀬戸内市立美術館で作品を解説する森さん（写真左）（左上）／
授与式では、森さん（写真右）に名誉市民証書が贈られました（右下）

プロ人形劇団「かわせみ座」の糸操りに見入る観客
アマチュア人形劇団「つきみ草」による公演「喜之助物語」（左上）／
カラフルな衣装をまとった糸操り人形によるファッションショー（右下）



　　知っ得！せとうち便　　

催
し
物

募  

集

お
知
ら
せ

相  

談
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市
で
は
、
資
源
ご
み
回
収
や
生

ご
み
処
理
機
購
入
に
対
し
、
報
奨

金・補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
資
源
ご
み
回
収
推
進
団
体
報
奨
金
】

　
資
源
ご
み
回
収
を
行
う
市
民
団

体
へ
、
回
収
量
に
応
じ
て
報
奨
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
か
じ
め
資
源
ご
み
回
収
推

進
団
体
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

▽
対
象
品
目

　
古
紙
類
・
繊
維
類
（
布
類
）

▽
報
奨
金
額

　
対
象
品
目
１
㌔
㌘
に
つ
き
７
円

【
生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
金
】

　
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
し
、
設

置
す
る
個
人
（
世
帯
主
）
に
購
入

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
条
件
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
補
助
金
額　
購
入
費
用
の
２
分

　
の
１
（
生
ご
み
処
理
機
（
コ
ン

　
ポ
ス
ト
以
外
）は
上
限
３
万
円
、

　
コ
ン
ポ
ス
ト
は
上
限
３
千
円
）

▽
申
請
に
必
要
な
も
の　
申
請
書

　
類
（
生
活
環
境
課
、
各
支
所
、

　
出
張
所
で
配
布
）、
領
収
書
（
レ

　

シ
ー
ト
不
可
）、
設
置
写
真
、

　
印
鑑

　
　

生
活
環
境
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
８
９
９

　
市
で
は
、
古
い
建
物
の
耐
震
診

断
や
改
修
工
事
に
対
し
て
、
補
助

金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
か
け
が
え
の
な
い
人
命
と
大
切

な
財
産
を
守
る
た
め
、
ぜ
ひ
こ
の

補
助
金
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
木
造
住
宅
関
係
補
助
金
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
に
関
す
る
次

の
地
震
対
策
を
補
助
の
対
象
と
し

ま
す
。

①
精
密
耐
震
診
断　
耐
震
改
修
工

　
事
を
前
提
と
し
た
詳
細
な
耐
震

　
診
断
で
す
。

▽
自
己
負
担
額　
１
万
円

②
簡
易
耐
震
診
断　
低
額
な
費
用

　
で
住
宅
の
現
状
を
把
握
で
き
る

　
簡
易
的
な
耐
震
診
断
で
す
。

▽
自
己
負
担
額　
２
千
円

③
補
強
計
画　
精
密
耐
震
診
断
後
、

　
ど
の
よ
う
な
補
強
を
行
え
ば
耐

　
震
性
が
向
上
す
る
か
を
検
討
し
、

　
改
修
工
事
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

▽
自
己
負
担
額　
１
万
円

④
耐
震
改
修
工
事　
倒
壊
の
危
険

　
性
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
住
宅

　
の
耐
震
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
補
助
限
度
額　
25
万
円

【
そ
の
他
建
築
物
関
係
補
助
金
】

　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
事
務
所
や
店
舗
、
非
木

造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
補
助
の
対

象
と
し
ま
す
。

▽
補
助
限
度
額　
建
物
の
床
面
積

　
や
用
途
に
よ
り
算
定
し
ま
す
。

　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

  

耐
震
補
助
金
を

  

ご
活
用
く
だ
さ
い

  

ご
み
に
関
す
る
補
助
制
度

  

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

【
高
齢
任
意
加
入
】

　
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら

受
け
ら
れ
る
年
金
）
は
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年

間
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、

満
額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な

い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

任
意
加
入
し
て
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
に
よ
り
、
満
額
に
近
づ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
に
は
保
険
料
の
納
付

済
期
間
や
保
険
料
の
免
除
期
間

等
が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必

要
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件

を
満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、

70
歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
海
外
任
意
加
入
】

　
国
民
年
金
加
入
者
が
海
外
に

転
出
（
日
本
に
住
所
を
有
し
な

く
な
っ
た
と
き
）す
る
場
合
は
、

国
民
年
金
の
資
格
が
喪
失
し
ま

す
。
た
だ
し
、
日
本
国
籍
の
人

は
、
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
任
意
加
入
し
た
人
は
、
保
険

料
納
付
済
期
間
に
応
じ
た
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
任
意
加
入
し
、
保
険
料
を
納

め
て
い
れ
ば
、
海
外
で
の
生
活

に
お
い
て
「
病
気
・
け
が
」
で

障
が
い
が
残
っ
た
と
き
や
亡
く

な
ら
れ
た
と
き
に
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　

岡
山
東
年
金
事
務
所

☎
０
８
６-

２
７
０-

７
９
２
８

　
市
で
は
、
左
表
の
と
お
り
結
核

肺
が
ん
未
受
診
者
検
診
を
実
施
し

ま
す
。

　
本
年
度
、
結
核
肺
が
ん
検
診
を

受
け
て
い
な
い
人
は
、
こ
の
機
会

を
利
用
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
市
の
が
ん
検
診
は
、
年
１
回
受

　
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
す
で

　
に
受
診
し
た
人
は
、
対
象
外
と

　
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

　
さ
い
。

　
検
診
内
容
・
検
診
費
用
な
ど
、

詳
し
く
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
（
広

報
せ
と
う
ち
４
月
号
に
折
り
込

み
）
を
確
認
す
る
か
、
健
康
づ
く

り
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

健
康
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
６
９-
２
６-

５
９
６
２

  
結
核
肺
が
ん
未
受
診
者

  
検
診
を
実
施
し
ま
す

地域 月日 受付時間 場　所

長船

10 月
19 日
（水）

  9：00 ～   9：15 美和老人憩いの家

  9：45 ～ 10：00 長船町公民館

10：30 ～ 10：45 行幸老人憩いの家

11：15 ～ 11：30 ゆめトピア長船

邑久

13：00 ～ 13：15 豊原コミュニティセンター

13：45 ～ 14：00 本庄コミュニティセンター

14：30 ～ 14：45 玉津コミュニティセンター

15：15 ～ 15：30 裳掛コミュニティセンター

10 月
21 日
（金）

  9：00 ～   9：15 笠加コミュニティセンター

  9：45 ～ 10：00 福田コミュニティセンター

10：30 ～ 10：45 今城コミュニティセンター

11：15 ～ 11：35 中央公民館（邑久）

牛窓

13：00 ～ 13：15 牛窓町公民館長浜分館

13：45 ～ 14：00 牛窓町公民館鹿忍分館

14：30 ～ 14：45 牛窓町公民館牛窓分館

15：15 ～ 15：30 牛窓体育館

▽結核肺がん未受診者検診　日程表

問

問

　　
「
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
」
の
実
現
を
目
指
し
て
、
法
務
省
が

毎
年
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
瀬
戸
内
市
推
進
委
員
会
で
は
、
市
内
の
中
学
生
に
呼
び
掛
け
、
標
語
を
募

集
し
ま
し
た
。
９
７
５
点
の
応
募
の
中
か
ら
、
次
の
標
語
が
優
秀
作
品
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

最
優
秀

独
り
じ
ゃ
な
い
み
ん
な
が
い
る
よ
前
向
い
て（
神
宝　
澄す

ば
る星　

邑
久
中
３
年
）

あ
な
た
に
は
み
か
た
が
い
る
よ
す
ぐ
そ
こ
に（
千
田　
唯ゆ

い
と斗　

長
船
中
１
年
）

見
る
べ
き
は
ス
マ
ホ
じ
ゃ
な
く
て
相
手
の
目（
出
射
れ
の
ん　
牛
窓
中
１
年
）

優
秀

あ
い
さ
つ
で
つ
な
が
る
笑
顔
ひ
ろ
が
る
輪　
（
岡
本　
理り

さ沙　
邑
久
中
１
年
）

「
お
は
よ
う
」の
そ
の
一
言
で
元
気
出
る　
　
（
正
富　
菜な

つ
き月　

邑
久
中
１
年
）

「
あ
り
が
と
う
」そ
こ
か
ら
ひ
ろ
が
る
笑
顔
の「
わ
」（
川　
佳か

な

え
奈
慧　
邑
久
中
２
年
）

あ
り
が
と
う
伝
え
て
広
が
る
笑
顔
の
輪　
　
（
織
田　
　
叶か

な
う　

邑
久
中
２
年
）

「
あ
り
が
と
う
」五
文
字
以
上
の
意
味
が
あ
る（
小
谷　
知ち

ひ
ろ央　

邑
久
中
３
年
）

自
分
か
ら
相
手
へ
渡
そ
う
笑
顔
の
バ
ト
ン　
（
小
山　
華か

ほ穂　
邑
久
中
３
年
）

「
あ
り
が
と
う
」
そ
の
一
言
が
う
れ
し
い
な
（
高
木　
真ま

ゆ由　
邑
久
中
３
年
）

「
ど
う
し
た
の
」た
っ
た
一
言
で
う
れ
し
い
よ（
馬
場　
奏か

な
ほ帆　

長
船
中
１
年
）

あ
り
が
と
う
感
謝
の
言
葉
で
花
が
咲
く　
　
（
青
山　
心み

ゆ優　
長
船
中
１
年
）

「
大
丈
夫
？
」そ
の
一
言
が
第
一
歩　
　
　
　
（
大
久
保
衣い

ず
み純　

長
船
中
１
年
）

全
員
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
い
気
持
ち

み
ん
な
笑
顔
で
よ
く
な
る
地
域　
　
　
　
　
（
太
田　
愛あ

い
な乃　

長
船
中
２
年
）

き
か
せ
て
よ
あ
な
た
を
す
く
う
Ｓ
Ｏ
Ｓ　
　
（
石
川　
千ち

な
つ夏　

長
船
中
２
年
）

や
め
よ
う
や
そ
の
一
言
で
救
わ
れ
る　
　
　
（
戸
髙　
愛ま

な
み海　

長
船
中
３
年
）

笑
顔
は
ね
哀
し
み
を
消
す
消
し
ご
む
だ　
　
（
有
髙　
　
悠ゆ

う　
牛
窓
中
１
年
）

見
な
ら
え
よ
ま
っ
す
ぐ
の
び
る
ひ
ま
わ
り
を（
中
西　
鳳ろ

く雲　
牛
窓
中
２
年
）

傷
つ
け
る
相
手
の
心
そ
の
言
葉　
　
　
　
　
（
藤
本　
大た

い
き稀　

牛
窓
中
３
年
）

記号の説明 予問 相…問い合わせ先 申…申請・申込・申告先 …予約先 …相談先応…応募先 資…資料請求先 届…届出先 通…通告先

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
標
語
を
選
定

ね
ん
き
ん
の
お
は
な
し
♪問問

問
申

問

ご
存
知
で
す
か

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

　

ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ

２
０
１
６
に
、
瀬
戸
内
市
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ッ
ト

ち
ゃ
ん
」
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
い

ま
す
。

　
投
票
は
、
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン

プ
リ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、

一
人
１
日
１
回
可
能
で
す
。

　
投
票
終
了
は
、10
月
24
日
（
月
）

午
後
６
時
で
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
し

て
く
だ
さ
い
！

■
ゆ
る
キ
ャ
ラ

グ
ラ
ン
プ
リ

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

HPhttp://w
w
w
.yurugp.jp/

　

秘
書
広
報
課

☎
０
８
６
９-

２
４-

７
０
９
５

問   「
セ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
」
に

  

投
票
を
お
願
い
し
ま
す

皆さん、応援お願いします！
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市
で
は
、
聴
覚
障
害
者
な
ど
の

意
思
疎
通
を
支
援
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
手
話
奉
仕
員
の
養
成
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
手

話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
11
月
２
日
（
水
）
〜

　
平
成
29
年
３
月
22
日
（
水
）

　
毎
週
水
曜
日
（
11
月
23
日
、
12

　
月
28
日
、
１
月
４
日
は
除
く
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
18
回
）

▽
場
所　
ゆ
め
ト
ピ
ア
長
船

▽
参
加
費　
無
料
（
別
途
テ
キ
ス

　
ト
代
３
、２
４
０
円
が
必
要
）

▽
定
員　
24
人

▽
修
了
条
件　
全
18
回
中
13
回
以

　
上
の
出
席
（
欠
席
５
回
ま
で
）

▽
申
込
期
限　
10
月
19
日
（
水
）

　
　

福
祉
課

☎
０
８
６
９-

２
６-

５
９
４
３

　
市
で
は
、
初
め
て
の
赤
ち
ゃ
ん

を
育
て
て
い
る
母
親
を
対
象
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
関
わ
り
方
を
学
ん

だ
り
、
子
育
て
の
仲
間
を
つ
く
っ

た
り
す
る
機
会
を
設
け
る
「
Ｂ

Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム
赤
ち
ゃ
ん
が
き

た
！
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
母
親
同
士
が
情
報
交
換
す
る
こ

と
で
、
育
児
の
不
安
や
ス
ト
レ
ス

の
解
消
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　
10
月
12
日
、
19
日
、
26

　
日
、11
月
２
日（
い
ず
れ
も
水
曜
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午
（
全
４
回
）

▽
場
所　
あ
い
あ
い
保
育
園
子
育

　
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

　
平
成
28
年
５
〜
８
月
生
ま
れ
の

第
１
子
と
そ
の
母
親
で
全
４
回
に

参
加
で
き
る
人

※
参
加
費
、
定
員
、
申
し
込
み
な

　
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

　
く
だ
さ
い
。

　
　

あ
い
あ
い
保
育
園
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

３
４-

９
３
３
０

　
求
職
者
支
援
訓
練
と
は
、
雇
用

保
険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
な

ど
を
対
象
に
、
全
国
の
民
間
教
育

訓
練
機
関
が
実
施
す
る
「
就
職
」

を
目
的
と
し
た
公
的
な
職
業
訓
練

で
す
。

　
今
回
、
11
・
12
月
に
開
講
す
る

コ
ー
ス
の
受
講
者
を
順
次
、
募
集

し
て
い
ま
す
。

　
所
定
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
募
集
科　
基
礎
コ
ー
ス
・
実
践

　
コ
ー
ス
（
介
護
福
祉
、
医
療
事

　
務
、
事
務
分
野
な
ど
）

※
開
講
日
、
訓
練
期
間
（
２
〜
６

　
カ
月
）な
ど
は
、コ
ー
ス
に
よ
っ

　
て
異
な
り
ま
す
。

▽
受
講
料　
原
則
無
料
（
テ
キ
ス

　
ト
代
な
ど
は
自
己
負
担
）

※
一
定
の
要
件
（
収
入
・
資
産
な

　
ど
）
を
満
た
す
人
に
は
、
職
業

　
訓
練
受
講
給
付
金
（
月
10
万
円

　
と
交
通
費
（
所
定
の
額
））
が
支

　
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西
大
寺

☎
０
８
６-

９
４
２-

３
２
１
２

  

Ｂ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
ム

  

赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！

  

手
話
奉
仕
員

  

養
成
講
座
（
入
門
編
）

　ハンセン病療養所の歴史を学び、
ハンセン病に対する課題や正しい理
解を深めることなどの学習活動を行
いながら、約３kmを歩きます。

▽日時　11月 12日（土）
　午前９時受付～正午解散
　（雨天決行）

▽集合場所　長島愛生園駐車場
※長島愛生園駐車場に案内看板があ
　ります。

▽定員　約３kmを歩ける人30人程
　度（先着順・定員になり次第締切）
※飲み物、タオルなど、必要と思わ
　れるものをご持参ください。
※歩くのに適した服装でお越しくだ
　さい。

▽参加費　無料

▽ 申込方法　電話または FAX・は
　がき（氏名・住所・年齢・電話番
　号を明記）で申し込んでください。
　　社会教育課
〒７０１-４３９２
瀬戸内市牛窓町牛窓４９１１
☎０８６９-３４-５６０１
FAX０８６９-３４-４７９０

  

求
職
者
支
援
訓
練

  

受
講
者
募
集

　
市
で
は
、
瀬
戸
内
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
の
調
剤
情
報
を
分

析
し
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後

発
医
薬
品
）
に
変
え
た
場
合
に
、

自
己
負
担
額
が
大
き
く
軽
減
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
人
に
、「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
使
用
促
進
の
お
知

ら
せ
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は
、

先
発
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後

に
販
売
さ
れ
る
同
じ
有
効
成
分
、

同
じ
効
能
・
効
果
を
持
つ
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。
一
般
的
に
、
開
発

費
用
が
安
く
抑
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
先
発
医
薬
品
に
比
べ
て
薬
の

価
格
が
安
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切

り
替
え
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
医
療
機
関
な
ど

の
窓
口
で
支
払
う
薬
代
が
安
く
な

る
だ
け
で
な
く
、
国
民
健
康
保
険

財
政
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

へ
の
切
り
替
え
は
、
医
師
・
薬
剤

師
と
十
分
に
相
談
し
、
納
得
し
た

上
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
７
９
０

　
市
で
は
、
次
の
と
お
り
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
団
地　

西
村
団
地

　
長
船
町
飯
井
７
４
９-

１
、

　

簡
耐
平
屋
建
、
３
D
K
、
１
戸

　

▽
家
賃　

収
入
に
よ
り
決
定

▽
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

▽
申
込
期
間

　
10
月
３
日
（
月
）
〜
14
日
（
金
）

　
　

建
設
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

２
６
４
９

　社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）の導入に伴い、
申告手続きなどには、「マイナンバー（個人番号）の記載」と
「本人確認書類の提示または写しの添付」が必要です。

【必要な本人確認書類】
●マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの場合
　マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確
認）が可能です。

●マイナンバーカードをお持ちでない場合

　税務課　☎０８６９-２２-１１１４
　西大寺税務署　☎０８６-９４２-３８１５

　市では、マイナンバーカード（個人番号カード）を申
請した人に交付通知書兼照会書（はがき）を送付してい
ます。届いた人は必要書類をそろえて、ご本人が受け取
りに来てください。
　また、次のとおりマイナンバーカード交付窓口を完全
予約制で臨時開設します。

▽対象者　交付通知書兼照会書（はがき）が届いた人

▽日時　10 月 30 日（日）午前８時 30 分～午後０時 30
　分（受付は午後０時 15 分まで）
※今後の臨時開設予定日（変更になる可能性があります）
　11 月 27 日（日）、12 月 25 日（日）、平成 29 年１月
　22 日（日）、２月 26 日（日）、３月 26 日（日）

▽場所　市役所本庁（市民課）

▽予約方法　各日 16 人限定の完全予約制です。予約は
　10 月５日（水）から受け付けます。事前に市民課へ
　平日の午前８時 30 分から午後５時までの間に電話で
　予約してください（予約は１人ずつ取る必要があります）。

▽注意事項
●不足書類がある場合は、マイナンバーカードを交付で
　きません。交付通知書兼照会書（はがき）に示してい
　る必要書類をそろえてご来庁ください。
●１人の手続きに 15 分程度の時間がかかります。
●国のシステムの緊急停止などにより急きょ交付ができ
　なくなることがあります。あらかじめご了承ください。
　　市民課　☎０８６９-２２ - １１１５

  
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

  
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

有効
成分

有効
成分

先　発　医　薬　品 ジェネリック医薬品

同じところ

◆有効成分　◆用法・用量
◆効能・効果（効き目）

違うところ

◆色　◆大きさ　◆味
◆形　◆着色料　◆添加剤

有効成分、効能・効果などは同じです

問

問

問予

問申

申請書や平成28年分の申告書などには
マイナンバーの記載 が必要です

番号確認書類〈本人のマイナンバーを確認できる書類〉
　通知カード、住民票の写しまたは住民票記載事項証
明書（マイナンバーの記載があるものに限る）など

身元確認書類〈記載したマイナンバーの持ち主である
ことを確認できる書類〉
　運転免許証、パスポート、在留カード、身体障害者
手帳など（詳しくはお問い合わせください）

＋

問

問
申

問
申

税金 あ これ れ マイナンバーカード
交付窓口を臨時開設します

長島健康ウオーク  参加者募集！

  

市
営
住
宅
の
入
居
者
を

  

募
集
し
ま
す

募　
　

集

問
申

問

　ラテン系の音楽とダンスを融合させ
て創作されたダンスフィットネスエク
ササイズ「Ｚ

ズ ン バ

ＵＭＢＡ］を行います。

▽日時　10月 22 日（土）午後５～６時
　11 月５日（土）午後７～８時
　11 月 19 日（土）午後０時 30 分～
　午後１時 30 分
※１回のみの参加もできます。

▽場所　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

▽参加費　１回ごと 500 円

▽定員　25 人程度（先着順）

▽申込方法　電話、FAX またはメール
　で申し込んでください。
　　瀬戸内市体育協会事務局
☎０８６９-２２ - ２２１１
FAX ０８６９ - ２２ - ３４３７
mail:  info@setouchi-taikyo.or.jp

ＺＵＭＢＡ 参加者募集

問申
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※
総
展
示
数
１
２
５
点
の
う
ち
、

　
前
期
・
後
期
で
約
30
点
を
入
れ

　
替
え
ま
す
。

※
期
間
中
の
休
館
日
は
、
10
月
３

　
日（
月
）、11
日（
火
）、17
日（
月
）

▽
開
館
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
５

　
時（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　
瀬
戸
内
市
立
美
術
館

▽
観
覧
料　
一
般
８
０
０
円
、
団

　
体
（
20
人
以
上
）・
65
歳
以
上

　
７
０
０
円
、中
学
生
以
下
無
料
、

　
前
期
・
後
期
共
通
券
１
、２
０
０
円

　
森
陶
岳
氏
（
岡
山
県
指
定
重
要

無
形
文
化
財
・
瀬
戸
内
市
名
誉
市

民
）
の
全
貌
を
紹
介
す
る
展
覧
会

で
す
。

　
東
京
・
京
都
の
両
国
立
近
代
美

術
館
、
敦つ

る
い井

美
術
館
や
個
人
所
蔵

作
品
か
ら
、
森
陶
岳
氏
の
初
期
か

ら
現
在
に
至
る
代
表
作
を
ほ
ぼ
網

羅
し
た
展
示
内
容
で
す
。

▽
開
催
期
間　
９
月
３
日
（
土
）

　
〜
10
月
23
日
（
日
）

○
前
期

　
９
月
３
日（
土
）〜
10
月
２
日（
日
）

○
後
期

　
10
月
４
日
（
火
）
〜
23
日
（
日
）

【
森
陶
岳
氏
名
誉
市
民
授
与
記
念

特
別
講
演
会
】

　
森
陶
岳
氏
と
矢
部
良
明
氏
（
人

間
国
宝
美
術
館
館
長
）
に
よ
る
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

▽
日
時　
10
月
２
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

○
矢
部
良
明
氏
の
講
演

　
工
芸
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る

矢
部
良
明
氏
が
、
森
陶
岳
氏
の
作

品
の
魅
力
を
お
話
し
ま
す
。

○
森
陶
岳
氏
の
講
演

　
初
期
か
ら
現
在
に
至
る
制
作
の

軌
跡
を
た
ど
る
内
容
で
す
。

　
特
に
１
９
６
９
〜
71
年
に
開
催

し
た
江
崎
一い

っ
せ
い生

、
加か

も

だ
守
田
章
二
と

の
三
人
展
に
出
品
し
た
作
品
群
に

焦
点
を
当
て
た
お
話
で
す
。

▽
場
所　
牛
窓
町
公
民
館

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
３
０
０
人

【
館
長
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　
展
示
室
で
作
品
の
魅
力
を
解
説

し
ま
す
（
申
し
込
み
は
不
要
）。

▽
日
時
　
会
期
中
の
毎
週
土
・
日

　
曜
日
、祝
日　
午
後
１
時
30
分
〜

▽
参
加
費　
右
上
記
の
観
覧
料

　
　

瀬
戸
内
市
立
美
術
館

☎
０
８
６
９-

３
４-

３
１
３
０

　
10
月
17
日
か
ら
23
日
ま
で
は
、

総
務
省
が
定
め
る
「
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。

　
総
務
省
で
は
、
こ
れ
に
合
わ
せ

て
、
国
、
県
、
市
な
ど
の
職
員
な

ど
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相
談
に
応

じ
る
「
一
日
合
同
行
政
相
談
所
」

を
開
設
し
ま
す
。

　
税
金
、
登
記
、
戸
籍
、
多
重
債

務
、
賃
金
、
雇
用
保
険
、
道
路
、

福
祉
、
交
通
安
全
、
Ｄ
Ｖ
、
犯
罪

被
害
、
悪
徳
商
法
、
年
金
、
相
続・

遺
言・成
年
後
見
、
土
地
の
境
界
、

法
律
相
談
の
ほ
か
、
県
や
市
の
行

政
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　
11
月
２
日
（
水
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
の
み

　
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

▽
場
所　
岡
山
市
役
所

　
（
岡
山
市
北
区
大
供
１-

１-

１
）

▽
相
談
料　
無
料

　
　

岡
山
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
８
６-

２
３
１-

４
３
２
２

　

総
務
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
１
１
２

　
10
月
１
日
は「
法
の
日
」で
す
。

裁
判
所
な
ど
で
は
、
10
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
を
「
法
の
日
」
週
間

と
し
、
無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

を
開
設
し
ま
す
。

　
土
地
、
家
屋
、
交
通
事
故
、
金

銭
の
賃
借
、
離
婚
、
相
続
、
登
記

の
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
（
申
し
込
み
不
要
）。

▽
日
時　
10
月
６
日
（
木
）

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

▽
場
所　
岡
山
弁
護
士
会
館

　
（
岡
山
市
北
区
南
方
１-

８-

29
）

　

岡
山
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

☎
０
８
６-

２
２
２-

６
７
７
１

相　
　

談

  

森
陶
岳
の
全
貌
展

  

－

あ
く
な
き
挑
戦
の
軌
跡

－

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献

広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
や
集
会

施
設
の
整
備
な
ど
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
充
実・強
化
を
図
る
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
申
請
を
検
討
し
て
い
る
団
体
は

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
業
の
詳
細
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

▽
申
請
期
限　
10
月
12
日
（
水
）

　
　

企
画
振
興
課

☎
０
８
６
９-

２
２-

１
０
３
１

HPhttp://www.city.setouchi.lg.jp/

　
６
次
産
業
化
を
目
指
す
農
業
者

を
対
象
に
、
６
次
産
業
化
と
は
何

か
や
、
先
進
優
良
事
例
を
学
ぶ
現

地
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　
11
月
８
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▽
場
所　
備
前
県
民
局
（
岡
山
市

　
北
区
弓
之
町
６-

１
）
ほ
か

▽
定
員　
20
人

▽
参
加
費　
１
、３
０
０
円（
昼
食
代
な
ど
）

▽
申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
連

　
絡
先
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い（
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
）。

　
　
岡
山
県
備
前
県
民
局
農
業
振
興
課

☎
０
８
６-

２
３
３-

９
８
２
６

FAX
０
８
６-

２
３
４-

９
０
６
４

　
錦
海
湾
堤
防
を
護
る
会
で
は
、

「
第
１
回
次
世
代
と
考
え
る
錦
海

湾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〜
太
陽
と
緑
の

街
づ
く
り
〜
」
を
開
催
し
ま
す
。

  

６
次
産
業
化

  

入
門
レ
ベ
ル
研
修
会

  
平
成
29
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

  
助
成
事
業
を
募
集

　

瀬
戸
内
市
を
住
ん
で
み
た
い

「
未
来
の
街
」
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
、一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　
10
月
16
日
（
日
）

　
午
後
１
時
30
分
開
会

▽
場
所　
中
央
公
民
館
（
邑
久
）

▽
内
容　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

　
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
講
師
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
丹
羽
英
喜
氏（
建
築
設
計
事
務
所
会
長
）

▽
パ
ネ
リ
ス
ト　

小
嶋
光
信
氏
、

　
中
島
浩
一
郎
氏
、山
下
貴
司
氏
、

　
津
村
啓
介
氏
、
武
久
顕
也
市
長
ほ
か

▽
参
加
費　
無
料

　

錦
海
湾
堤
防
を
護
る
会

☎
０
８
６
９-

３
４-

４
１
１
６

　
市
で
は
、「
子
育
て
広
場
」（
子

育
て
仲
間
が
集
う
場
所
）
を
考
え

る
外
遊
び
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
、「
プ
レ
ー
パ
ー
ク
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
プ
レ
ー
パ
ー
ク
と
は
、
子
ど
も

が
「
遊
び
」
を
つ
く
る
遊
び
場
の

こ
と
で
す
。
ロ
ー
プ
、
シ
ー
ト
、

竹
な
ど
を
使
い
、
子
ど
も
の
「
や

り
た
い
」
と
思
う
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
室
内
で
は
で

き
な
い
ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ
の

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　
10
月
29
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

※
小
雨
決
行
し
ま
す
。

▽
場
所　
邑
久
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
ふ
れ
あ
い
子
供
広
場（
野
球
場
東
側
）

▽
参
加
費　
無
料

※
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
・
靴
で
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
当
日
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
く
だ

さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加

で
き
る
人
は
、
10
月
21
日
（
金
）

ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６
９-

２
４-

８
０
３
３

催
し
物

  

次
世
代
と
考
え
る

  

錦
海
湾
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  

ワ
ク
ワ
ク
・
ド
キ
ド
キ

  

プ
レ
ー
パ
ー
ク
で
遊
ぼ
う
！

  
一
日
合
同
行
政
相
談
所

さつまいもと豆のチャウダー

◆作り方
①鍋にサラダ油を熱し、ベーコン、玉ねぎ、にん
　じんを炒める。
②①にブイヨンを入れ、さつまいもを加えて５分
　ほど煮る。
③②にMIX ビーンズと牛乳を加えてひと煮立ち
　させ（牛乳を入れたら加熱しすぎないように）、
　生クリームを加え、塩、こしょうで味を整える。

問

◆材料（4人分）
●ベーコン（3枚）
●さつまいも（100g）
●玉ねぎ（100g）
●にんじん（100g）
●MIXビーンズ（水煮）（100g）
●ブイヨン（300ml）

●牛乳（200ml）
●生クリーム（大さじ2）
●塩（少々）
●こしょう（少々）
●サラダ油（小さじ 1）

　　　　　　　  22 年会です。
　健康づくり推進課　☎０８６９- ２６ - ５９６２

◆下準備
○ベーコンは１㎝幅に切る。さつまいも、玉ねぎ、
　にんじんは１㎝の角切りにする。

　

10
月
１
日
（
土
）
は
美
術

館
の
開
館
記
念
日
の
た
め
、

瀬
戸
内
市
民
は
、
瀬
戸
内
市

立
美
術
館
の
観
覧
料
が
無
料

で
す
。

　

免
許
証
な
ど
、
市
民
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
も
の
を
受

付
で
ご
提
示
く
だ
さ
い
。

森陶岳「彩文土器」1971 年
京都国立近代美術館所蔵

問
申

問
申

問

問

森陶岳
大窯作品展と大窯見学会

問予

問
予

問

問

問
申

  

無
料
法
律
・
人
権
相
談
所

　森陶岳氏が「古備前」の神髄を追求す
べく取り組んだ、全長 85mの大窯で焼
成された作品が特別公開されます。作品
展観覧者は要予約で大窯を見学できます。

▽作品展開催期間
　９月３日（土）～ 10 月 23 日（日）
※大窯見学会は会期中の毎週土・日曜日、
　祝日　午前 10 時～、午後１時～、　
　午後３時～（１日に３回）
※休館日は、毎週月曜日（祝日は除く）、
　祝日の翌日

▽場所　寒風陶芸会館

▽作品展観覧料　400円（中学生以下無料）

▽大窯見学会の定員　各回 30 人
※先着順・定員になり次第締切
　　寒風陶芸会館
☎０８６９-３４ - ５６８０



投稿をお待ちしています

①１歳のお子さんの写真
　氏名、住所、生年月日、家族（氏名、続柄：
２人まで）からのひとことを記入
②短歌・俳句・詩・イラスト・絵手紙
③催し物の告知や募集
④瀬戸内市の風景などの写真
　写真の題名、撮影場所・日時、コメント、
市ホームページへの掲載可否などを記入
★応募方法
　住所・氏名・電話番号を明記し、はがき・
ＦＡＸ・メールなどで送付してください。
★留意点
　掲載の都合上、全ての作品や原稿を掲載
できない場合があります。
　　秘書広報課
☎０８６９-２４ - ７０９５
FAX ０８６９ - ２２ - ３３０４
mail：hiroba@city.setouchi.lg.jp

問応

みんな
の
広場
秘書広報課
☎0869-24

-7095問

  けいじばん

ヘルスアップウオーキング
　美和歩く会では、ヘルスアップウオーキングを開催し
ます。須恵古代館から美和神社～高山城址を往復する約
７kmのコースです。
　美和神社から高山城址までは尾根伝いの縦走路で
見晴らしもよく、牛窓オリーブ園、前島、小豆島、
晴れていれば四国の山々まで眺望できます。
　申し込み不要です。お気軽にご参加ください。

▽日時　10 月 16 日（日）
　午前９時～午後３時（午前８時 50 分集合）
※雨天中止。不明な場合はお問い合わせください。

▽集合場所　須恵古代館（駐車可）
▽参加費　200 円（保険代など）

▽持ってくるもの　弁当、飲み物、雨具
　美和歩く会　妹尾さん　☎０９０-７２４３ -６７５２

皆さんも一緒に歩きませんか

22広報 せとうち No.1432016.    1023

問

　美和神社から高山城址までは尾根伝いの縦走路で

※雨天中止。不明な場合はお問い合わせください。

　美和神社から高山城址までは尾根伝いの縦走路で
見晴らしもよく、牛窓オリーブ園、前島、小豆島、

※雨天中止。不明な場合はお問い合わせください。

　美和神社から高山城址までは尾根伝いの縦走路で
見晴らしもよく、牛窓オリーブ園、前島、小豆島、

※雨天中止。不明な場合はお問い合わせください。

　牛窓オリーブ園を会場に第 23 回牛窓オリーブ収穫祭
を開催します。
　収穫祭当日はオリーブ園近隣の車両進入を規制しま
す。臨時駐車場（SEC 跡地）からの無料シャトルバスを
ご利用ください。

▽主な内容
　オリーブ収穫体験、搾油実演、テイスティング（味き
き）、大鍋で調理したパエリアの試食（無料）、バーム作り・
ソース作り教室、美容体験教室、キッズコーナーなど

▽日時　10 月 22 日（土）午前 10 時～午後３時

▽場所　牛窓オリーブ園

▽入場料　無料
　オリーブ収穫祭実行委員会
☎０８６９-３４ - ９１１２

第 23回 牛窓オリーブ収穫祭

問

ソース作り教室、美容体験教室、キッズコーナーなど
　10 月 22 日（土）午前 10 時～午後３時

ソース作り教室、美容体験教室、キッズコーナーなど
　10 月 22 日（土）午前 10 時～午後３時

　瀬戸内市社会福祉協議会では、子育て
応援講演会を開催します（申し込み必要）。 

▽日時　10 月 29 日（土）午後２時～ 

▽場所　瀬戸内市総合福祉センター
　（瀬戸内市邑久町山田庄８６２-１）

▽ テーマ　「子どもの自己肯定感を育む
　大人のかかわり」 

▽ 講師　赤迫康代氏（NPO 法人子ども
　達の環境を考えるひこうせん代表理事） 

▽対象　子育て中の父母や祖父母、子ど
　もとの関わりに関心のある人

▽定員　80 人
　　瀬戸内市社会福祉協議会
☎０８６９-２２ - ２９４０
問申

子育て応援講演会

向
日
葵
や
黄よ

み

じ
泉
路
へ
持
た
す
句
集
ゲ
ラ

的
場　
松
葉
（
牛
窓
町
長
浜
）

明
日
知
れ
ぬ
も
の
の
鳴
き
ゐ
る
露
涼
し

奥
山
登
志
行
（
牛
窓
町
牛
窓
）

老
鶯
の
物
憂
げ
に
鳴
く
昼
下
り

原
野
信
一
郎
（
牛
窓
町
牛
窓
）

海
の
日
や
沖
を
ゆ
く
船
雨
の
中

野
口　
慶
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

葉
隠
れ
の
雀
動
か
ぬ
炎
暑
か
な

後
藤　
靖
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

梅
雨
明
け
や
海
辺
に
仰
ぐ
雲
の
色

原
野　
孝
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

古
町
も
尽
き
て
葉
月
の
海
の
色

福
本　
曙
生
（
牛
窓
町
牛
窓
）

爽
や
か
に
朝
の
神
事
の
始
ま
れ
る

藤
井　
留
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

紅べ
に
ふ
よ
う

芙
蓉
優
し
き
笑
み
に
癒
し
く
れ

谷
口　
正
子
（
牛
窓
町
牛
窓
）

安
ら
か
な
寝
顔
の
妻
や
秋
に
入
る

片
島　
秀
月
（
長
船
町
福
岡
）

背
丈
程
伸
び
た
雑
草
見
る
度
に

一
人
暮
ら
し
た
在
り
し
日
偲
ば
る

竹
内　
和
女
（
牛
窓
町
牛
窓
）

神か
ん
だ
ぐ
う

田
宮
の
御
札ふ

だ

出
で
た
り
遠
き
日
の

吾
が
手
術
に
と
父
受
け
賜
ひ
き

上
山　
幸
子
（
邑
久
町
豊
安
）

逆
縁
の
悲
し
み
不
意
に
込
み
上
が
る

嗚お
え
つ咽
を
耐
え
て
遺
影
抱
き
し
む

朝
霧　
好
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

遠お
ん
ら
い雷
を
人
待
つ
ご
と
く
今
は
聞
く

渇か
わ

き
の
街
は
雨
を
恋
し
と

桂
舟
道
人
（
邑
久
町
山
田
庄
）

台
風
が
震
災
の
街
襲
ふ
な
り

自
然
と
は
嗚あ

あ呼
無
慈
悲
な
る
も
の

舟
積
由
紀
子
（
牛
窓
町
鹿
忍
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
敬
称
略
）

 森陶岳の全貌展－あくなき挑戦の軌跡－（９月３日～ 10月 23 日）
　  ※前期：９月３日～ 10月２日、後期：10月４日～ 23 日
　  ※総展示数 125 点のうち、前期・後期で約 30点を入れ替えます。

美

102016年 　　 月の予定

人の動き《平成 28年９月１日現在、かっこ内は前月比》
人口 ３８，００７人 （ー４２） 男 １８，１４６人  （－３７）

世帯 １５，３４４世帯（＋１２） 女 １９，８６１人  （ー　５）

1 土 体瀬戸内市体協コンペ　8：00 ～　長船カントリークラブ

2 日
体瀬戸内市秋季ソフトボール大会
　7：00 ～　邑久スポーツ公園・長船スポーツ公園
体瀬戸内市ミックスダブルス卓球大会　8：30 ～　牛窓体育館

3 月
4 火 ⑦こころの健康相談　9：00 ～ 11：00　ゆめトピア長船

5 水 ②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター

6 木 ⑩窓口業務の時間延長　17：15 ～ 19：00　瀬戸内市役所

7 金
8 土 体瀬戸内市長杯ペタンク大会　8：30 ～　邑久スポーツ公園

9 日 体歩こう会　後楽園コース　8：29　邑久駅発

10 月
体育の日
体瀬戸内市スポーツフェスティバル 2016
　10：00 ～　邑久スポーツ公園・邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

11 火

12 水 ⑨１歳 6か月児健診【対象：平成 27年３月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

13 木 ⑨２歳児健診【対象：平成26年６月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

14 金 ⑥離乳食講習会【対象：７～ 12カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船
⑧精神保健福祉相談　13：30 ～ 15：00　ゆめトピア長船

15 土

16 日
体瀬戸内市秋季ソフトバレーボール大会
　8：00 ～　牛窓中学校体育館・牛窓体育館

17 月
18 火

19 水
②心配ごと相談　9：00 ～ 12：00　瀬戸内市総合福祉センター
④住宅増改築相談　9：00 ～ 15：00　瀬戸内市役所
⑨乳児健診（４カ月児）【対象：平成 28年５月生】
　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

20 木 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　瀬戸内市役所
21 金
22 土

23 日
体瀬戸内市ソフトテニス大会　9：00 ～　邑久スポーツ公園
体瀬戸内市剣道大会　8：30 ～　長船スポーツ公園

24 月
25 火 ⑤育児相談　9：30 ～ 11：00　ゆめトピア長船

26 水 ①③行政・なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　牛窓支所
⑨３歳児健診【対象：平成25年４月生】　13:15 ～ 13:45　ゆめトピア長船

27 木

28 金 ③なやみごと相談　10：00 ～ 12：00　ゆめトピア長船
⑥離乳食講習会【対象：４～６カ月児】　9：45 ～ 10：00　ゆめトピア長船

29 土 体東備地区スポーツ吹矢交流会　9：00 ～　邑久Ｂ＆Ｇ海洋センター

30 日
体瀬戸内市秋季軟式野球大会（１日目）
　9：00 ～　邑久スポーツ公園・長船スポーツ公園

31 月

刀 美

   相続遺言・登記・  成年後見等相談

  ▽日時　10 月８日（土）　9：30 ～ 12：00

  ▽場所　中央公民館（邑久）

  ▽相談員　司法書士　※相談料無料、事前予約は不要です。
　   岡山県司法書士会　おかやま総合相談センター　☎０８６-２２６ - ０４７０問

問予

①行政相談（主に行政全般に関する相談）　　　　　　  
　【相談員：行政相談委員（予約不要・無料）】
　問総務課　☎０８６９-２２ - １１１２
②心配ごと相談 　
　※前日までに予約をしてください。
　問予瀬戸内市社会福祉協議会
　　本所　☎０８６９-２２ - ２９４０
③なやみごと相談（主に人権や身近な悩みごとに関する相談）
　【相談員：人権擁護委員（予約不要・無料）】
　問人権啓発室　☎０８６９-２２ - ３９２２
④住宅増改築相談 
　問建設課　☎０８６９-２２ - ２６４９
⑤育児相談（乳幼児に関する相談） 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑥離乳食講習会 
　【対象：生後４カ月以上の乳幼児と保護者（要予約・無料）、
　定員：４～６カ月児、７・８カ月児、９～ 12 カ月児、各 10 人】
　 健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑦こころの健康相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約）】
　問予健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑧精神保健福祉相談（精神保健福祉に関する相談） 
　【相談員：精神科専門医（要予約）】
　問予岡山県備前保健所　☎０８６-２７２ -３９３４
⑨子どもの健診 
　問健康づくり推進課　☎０８６９-２６ - ５９６２
⑩窓口業務の時間延長（市民課、税務課、収納推進課の業務の一部）
　※取り扱いができない業務もあります。詳細はお問い
　　合わせください。
　問　・市民課　☎０８６９-２２ - １１１５
　　・税務課　☎０８６９-２２ - １１１４
　　・収納推進課　☎０８６９-２２ - ２４６４
※①～⑩の日時は、左のカレンダーをご覧ください。

○消費生活相談（架空請求・訪問販売などに関する相談）
　（予約不要・市役所開庁日に相談受付）
　問生活環境課　☎０８６９-２２ - １８９９
○障がいに関する相談（身体・知的・精神（ひきこもり
　を含む）・発達障がいなどに関する相談）
　問地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○わーく相談会（障がい者の生活や仕事に関する相談） 
　【相談員：岡山障がい者就業・生活支援センター相談員（要予約）】
　問予地域生活支援センタースマイル
　　☎０８６９-２２ - ９６００
○発達障がい専門相談 
　【相談員：臨床心理士（要予約・相談日はお問い合わせください）】
　問予福祉課　☎０８６９-２６ - ５９４３

刀備前長船刀剣博物館の行事
　問備前長船刀剣博物館　☎０８６９-６６ - ７７６７
美瀬戸内市立美術館の行事
　問瀬戸内市立美術館　☎０８６９-３４ - ３１３０
体瀬戸内市体育協会の行事
　問瀬戸内市体育協会　☎０８６９-２２ - ２２１１
　　ＨＰ　http://setouchi-taikyo.or.jp/
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市県民税【３期】　国民健康保険税【４期】
介護保険料【４期】　後期高齢者医療保険料【２期】
※納付には口座振替が便利です。ぜひご利用ください。

10月31日（月）が納付期限の市税・保険料
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